
宗任(むねとう)神社宗任(むねとう)神社 （下妻市本宗道91番地）

しもつませつぶん
スタンプラリー
節分祭で商品券をGETしよう！節分祭で商品券をGETしよう！
【節分祭・スタンプの設置場所・開催期間】

■参加対象

節分祭：平成26年１月１１日（土）
スタンプ期間：平成26年１月８日（水）～１月14日（火）
平安時代末期、東北地方で起こった前九年の役で活躍した安倍宗任を祭神とし、1109年創建と伝わっています。
豊田郡33郷と猿島12郷の総社で、境内の森は茨城の自然100選に選ばれています。日本一早い節分祭の他、輪く
ぐり祭や虫ふうじも珍しい神事です。
宗任神社社務所　℡０２９６－４３－５４６０

節分祭：平成26年２月３日（月）
スタンプ期間：平成26年１月31日（金）～２月６日（木）
関東最古の八幡さまと言われ、大宝元年（701年）に藤原時忠が筑紫宇佐の八幡神を勧請・創建したと言われてい
ます。境内はかつての大宝城の城跡で、南北朝時代の動乱の名残をとどめる国指定史跡です。本殿は安土桃山時代
（1577年）建築で国の重要文化財に指定されています。
大宝八幡宮社務所　℡０２９６－４４－３７５６

大宝（だいほう）八幡宮

節分祭：平成26年２月３日（月）
スタンプ期間：平成26年１月31日（金）～２月６日（木）
天正19年（1591年）に多賀谷重経が古沢村の牛頭天王を勧請・創建したと言われています。江戸時代には城廻村
（現在の下妻乙番地）の守護神として尊敬されました。境内には市天然記念物の大ケヤキがあり、樹高20メート
ル、幹周7メートル、推定樹齢500年以上と言われています。
下妻神社 総代 山本　℡０２９６－４４－２８４６

下妻（しもつま）神社

節分祭：平成26年２月３日（月）
スタンプ期間：平成26年１月31日（金）～２月６日（木）
「多賀谷家譜」によると、多賀谷重経が京から愛宕社を大町の北西に遷移したことがその歴史の始まりとされてい
ます。明治６年（1873年）4月、村内の八坂神社を合祀して二所神社と呼ばれるようになります。境内のくま笹
をとって火除けのおまじないとする人や、お祭りで防火、家内安全を祈る人が多く見られます。
大宝八幡宮社務所　℡０２９６－４４－３７５６

愛宕（あたご）神社

節分祭：平成26年２月１３日（木）
スタンプ期間：平成26年２月10日（月）～２月１６日（日）
創祀は中世期、高道祖が田中庄３３郷に属していた頃と言われています。もとは山王さまと称した日枝神社でした
が、大正5年、村内の道祖神社を合併、高道祖神社と改めました。高道祖神社の道祖神祭は、一つには子授け祈願
の神事として、もう一つには厄払いと招福を願う節分祭として地域の信奉を集めています。
高道祖神社 総代 佐藤　℡０２９６－４３－７１２０

１等　下妻市観光協会商品券（5000円相当）10名様
２等　下妻市観光協会商品券（3000円相当）50名様
※平成 26年３月中旬～下旬に抽選を行い、当選者の発表は発送を
もってかえさせていただきます。（商品券は、協会登録店のみ利用可）

高道祖(たかさい)神社

どなたでも参加できます。
ただし、応募は１世帯につき１回まで（２枚目以上無効）
■景品

■応募方法

平成 26年３月７日（金）まで（当日消印有効）

スタンプラリー専用「応募はがき」に、所定のスタンプを３箇所以上収
集して、下妻市役所産業振興課内（千代川庁舎）下妻市観光協会事務局
まで直接持参いただくか、50円切手を貼って郵送してください。ただし、
切手がない郵送での応募は無効。※スタンプラリー専用「応募はがき」は、
各社務所や市役所に置いています。

■応募締切

下妻市役所産業振興課内 下妻市観光協会事務局　電話 0296-43-2111（内線 2632）

（下妻市大宝667番地）

（下妻市下妻乙80番地）

（下妻市下妻丙152番地）

（下妻市高道祖4546番地）

下妻市イメージ
キャラクター
シモンちゃん

■お問い合せ
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特  集

　
　
　
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
屋
内
・
屋
外

　
　
　
を
問
わ
ず
、
手
軽
に
で
き
る
の

が
特
徴
で
す
。
買
い
物
へ
行
く
途
中
や

通
勤
・
通
学
、
近
所
に
遊
び
に
行
く
と

き
、
家
事
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
取
り
組
め
ま
す
。
こ

れ
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
し
や
す
い

理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
魅
力
は
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
幅
広
く
誰
に
で

も
、
自
分
な
り
に
で
き
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う

　
　
　
社
会
が
目
前
に
迫
っ
て
き
て
お

り
、
下
妻
市
で
も
緩
や
か
な
が
ら
確
実

に
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
社
会
で
は
、「
高

齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
元
気
に
暮
ら
せ

る
こ
と
は 

”社
会
貢
献
“で
あ
る
」
と

い
う
考
え
方
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

何
も
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
医
療
費

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
関
係
費
が

増
大
し
、
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表
２
）。「
健

康
」
は
個
人
の
幸
せ
だ
け
で
な
く
、
社

会
保
障
関
係
費
を
抑
制
す
る
効
果
等
が

あ
り
、
社
会
の
た
め
に
も
な
る
の
で
す
。

　
で
も
、
健
康
づ
く
り
は
、「
何
か
ら

始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」 「
き

３

ウ

高
齢
に
な
っ
て
も

元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と

高
齢
に
な
っ
て
も

元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

い
い
こ
と
た
く
さ
ん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

い
い
こ
と
た
く
さ
ん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

今
か
ら
で
き
る
健
康
づ
く
り

今
か
ら
で
き
る
健
康
づ
く
り

　高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、「
健
康
」
で
暮
ら
せ
る
こ
と
へ
の
関
心
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
健
康
維
持
」
に
は
、「
適
度
な
運
動
」「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
」「
質

の
高
い
睡
眠
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
が
理
想
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
も
、
今
月
号
で
は
「
適
度
な
運
動
」
を
取
り
上
げ
、
誰
に
で
も
気
軽
に

で
き
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
す
。

新春歩け歩け大会

i・n・t・e・r・v・i・e・w

表１表2

　登山が好きで、山を歩いているうちに、きちんとした歩き
方も覚えたいと思い、約10年前に県生涯学習センターの
ウォーキング講座を受けました。好きな山を颯爽と登りたい
という思いからですね。

　登山クラブなどに所属し、時間を
みつけては、毎日歩くという本橋ト
ヨ子さんに話が聞けました。

本橋  トヨ子さん
（桐ケ瀬）

つ
い
」「
面
倒
」
と
思
っ
て
い
る
人
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
人
に
お
勧
め
す
る
運
動
は
、
誰
に
で

も
気
軽
に
で
き
る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
歩

行
）」
で
す
。

で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

比
べ
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
少
な
い
で
す

が
、
身
体
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ず
、

手
軽
に
長
く
続
け
ら
れ
る
点
を
考
慮
す

る
と
、続
か
な
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
よ
り
は
、

毎
日
少
し
ず
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方

が
、
健
診
結
果
や
体
に
良
い
兆
候
が
現

れ
て
き
ま
す
。

　
は
じ
め
は
ゆ
っ
く
り
と
、
徐
々
に
運

動
機
能
を
高
め
て
い
く
よ
う
な
体
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

　
　
　
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

歩
き
続
け
る
こ
と
で
新
陳
代
謝
が
活
発

に
な
り
、
基
礎
代
謝
も
上
が
り
、
太
り

に
く
い
体
質
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
る
と
老
廃
物
も

排
出
さ
れ
や
す
く
な
り
、
便
秘
が
解
消

さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
歩
く
こ
と

が
骨
を
刺
激
し
て
強
化
す
る
な
ど
、
全

身
運
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
筋
肉
も
つ

い
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
内
に
酸
素

を
多
く
取
り
込
む
こ
と
で
脳
を
活
性
化

さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
糖
尿
病

や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
起
こ
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省

の
研
究
班
が
「
歩
数
が
ど
れ
だ
け
増
え

れ
ば
、
発
症
リ
ス
ク
が
ど
れ
だ
け
下
が

る
か
」
を
研
究
し
た
と
こ
ろ
、
一
歩
歩

く
こ
と
で
医
療
費
が
０
．
０
０
１
４
円

節
約
さ
れ
る
と
い
う
試
算
を
出
し
て
い

ま
す
。
全
て
の
20
歳
以
上
の
日
本
人
が
、

歩
く
の
を
三
千
歩
（
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

前
後
、
約
30
分
）
増
や
し
た
場
合
、
国

全
体
で
年
間
約
１
，
６
０
０
億
円
の
医

療
費
の
節
約
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
々
が

「
歩
く
」
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、

医
療
費
抑
制
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
室
内
で
も
で
き
ま

す
が
、
友
人
や
家
族
、
夫
婦
な
ど
気
心

の
知
れ
た
人
と
話
し
な
が
ら
、
外
の
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
行
う
と
楽
し
み
を

増
し
、
ス
ト
レ
ス
も
解
消
で
き
ま
す
。

「
歩
く
」
こ
と
を
難
し
く
考
え
る
の
で

は
な
く
、
時
間
の
あ
る
と
き
や
な
い
と

き
、
体
の
状
態
な
ど
、
そ
の
時
々
で
自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、

少
し
ず
つ
で
も
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ウ

特集◉今からできる健康づくり

国民健康保険加入者の医療費の推移（下妻市）

資料：下妻市保険年金課調べ

4,500,000
費用額（千円）

3,500,000
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2,000,000
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300,000
１人当たりの医療額（円）

200,000

250,000

150,000

0
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0

高齢化率（65歳以上人口割合）の推移

H12～H22は国勢調査　　H23～24は下妻市・茨城県常住人に調査（各年10月1日現在）
H27年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）」

推計値実績値

16.6%

19.7%

下妻市

22.9%
25.4%

28.7%
30.8%

19.4%

22.5%

茨城県

22.9%
23.8%

26.6%

29.6%
31.2%

40.0

30.0

20.0

H12 H17 H22 H23 H24 H27 H32 H37
0

歩くきっかけは

　家事の合い間などを見計らって歩きます。自由気ままが好
きなので、歩くコースはその時の気分で毎日変わります。歩
く時間は１時間程度、歩数は７千歩を目安に毎日歩きます。
１日トータルでは１万歩を目指しています。

いつ、どのくらい歩く

　しばらく体重は変わっていません。体力は維持できている
と思います。年々、重いものを持つ力は弱くなっているかも
しれませんが、歩くことで持久力はついていると思います。

歩いて、いいことは

　登山が好きなので、少しでも多くの山に出かけていきたい
です。山を楽しむためにも体力を保つことは大切なので、歩
くことは続けて、健康を維持していきたいと思います。

これからの目標は

163,805

192,529
198,057

223,790

212,176

233,995

238,030

246,729

247,493

267,169

233,346

18.0% 21.7% 22.1%

費用額（10割）

1人当たりの医療額
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　昭和39年に千代川村消防団に消防団員と
して所属して以来、災害現場において消防
業務に精励し、平成７年から千代川村消防
団長、市村合併を経て、平成18年の退任ま
で42年間を消防団員として務められました。
「名誉ある受章は、消防団の周りの人たち
の支えで大過なくできた結果です。苦楽を
共にした皆様に感謝いたします」。

瑞宝双光章瑞宝双光章

平塚 順一さん平塚 順一さん
元下妻市千代川
消防団長
元下妻市千代川
消防団長
（70歳・原）（70歳・原）

　昭和37年に下妻警察署に新任巡査として
勤務以来、警察本部や県南県西の各署で30
年余りに及ぶ刑事を経て、平成15年に古河
警察署の警部として退職まで42年間を警察
官として務められました。「困難や苦難の
多い仕事でしたが、その場その時々に地域
の方々や周りの方に助けられ、全力で仕事
に取り組むことができ、感謝の極みです」。

瑞宝双光章瑞宝双光章

吉田 武徳さん吉田 武徳さん
元茨城県警察　
警部
元茨城県警察　
警部
（71歳・大串）（71歳・大串）

　平成３年に保護司に就任し、平成４年か
らは水戸地方裁判所下妻支部・下妻簡易裁
判所の駐在保護司を務めるなど、罪を犯し
た人々の改善更生と犯罪の予防に尽力され
ました。「身に余る栄誉を賜り、恭しい思
いで一杯でございます。これもひとえに、
多年にわたる温かい皆様方のご支援の賜と、
ありがたく厚く感謝申し上げます」。

藍綬褒章藍綬褒章

須藤 則子さん須藤 則子さん

保護司保護司

（76歳・前河原）（76歳・前河原）

広報しもつま  2013.12 4

日　時

▲

平成26年１月３日(金) 午前７時（花火合図）
　　　　受　付　午前７時20分　
　　　　開会式　午前７時50分　
　　　　出　発　午前８時
　　　　※雨天の場合　１月４日(土)
場　所

▲

下妻市民文化会館前
コース

▲

市民文化会館→福田→大宝八幡宮→
　　　　坂井→堀篭→市民文化会館 (約８.４㎞)
※参加者には完歩賞と福袋 (抽選) を配布します。

平
成
25
年 

秋
の
栄
典
者

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
「
歩
く
」
に
関
連
し
た
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
事
と
運
動
を
一

緒
に
学
ぶ
「
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
」
を
年
４
回
開
催
し
、
ま
た
毎
年
11
月

の
下
妻
市
文
化
祭
に
は
、千
代
川
地
区
で「
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の
参

加
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
、
毎
年
１
月
３
日
に
行
わ
れ
る
「
新
春
歩

け
歩
け
大
会
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
で
43
回

を
迎
え
、
参
加
者
は
例
年
６
０
０
名
を
超
え

て
い
ま
す
。
心
と
体
の
健
康
の
た
め
に
も
、

新
し
い
年
を
節
目
に
歩
き
は
じ
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
コ
ー
ス
の
特
徴
】

　
茨
城
百
景
に
も
選
ば
れ
た
砂
沼
遊

歩
道
。
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
で
、
体
に

優
し
い
遊
歩
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
１
時
間
30
分

　
　
　
　
　
８
，
５
０
０
歩

  

男
性 

２
９
１
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

  

女
性 

２
４
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

　
平
成
25
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
お
い
て
、
下
妻
市
か
ら
は
、
旭

日
小
綬
章
に
１
人
、
瑞
宝
双
光
章
に
３
人
、
瑞
宝
単
光
章
に
１
人
、

藍
綬
褒
章
に
１
人
の
計
６
人
の
方
々
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
受
章
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　平成21年に茨城県商工会連合会の会長に
就任し、市町村合併に伴う商工会の完全合
併の達成や経営革新・農商工等連携事業の
支援、東日本大震災により被災した県内中
小商工業者の復旧・復興などに多大な貢献
をされました。「小規模企業の事業活動の
活性化を図るため、地域の発展と文化の継
承を支えていきたいと思います」。

旭日小綬章旭日小綬章

外山 崇行さん外山 崇行さん

県商工会連合会長県商工会連合会長

（76歳・下妻丁）（76歳・下妻丁）

　昭和37年に下妻警察署外勤係に警察官と
して勤務以来、県内８箇所の警察署で主に
交通事故捜査を担当し、平成15年に真壁警
察署の警部として退職まで42年間を警察官
として務められました。「この受章は、職場
の上司、先輩、同僚、そして家内に支えられ
てできたものと、皆様に感謝しながら健康
に留意して生活していきたいと思います」。

瑞宝双光章瑞宝双光章

井坂 芳夫さん井坂 芳夫さん
元茨城県警察　
警部
元茨城県警察　
警部
（71歳・高道祖）（71歳・高道祖）

　昭和45年に北海道上富良野町で陸上自衛
隊に入隊して以来、全国各地の駐屯地で主
に輸送業務を担当し、平成18年に古河駐屯
地総務部企画室の３等陸尉として退職まで
36年間を自衛官として務められました。
「家内の協力があって、健康で仕事を全う
することができました。これまで支えてい
ただいた皆様方に深く感謝いたします」。

瑞宝単光章瑞宝単光章

谷中 茂行さん谷中 茂行さん
元陸上自衛隊　
３等陸尉
元陸上自衛隊　
３等陸尉
（61歳・田町二丁目）（61歳・田町二丁目）

うやうや

下
妻
市
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

誰でも参
加できる

新春歩け歩け大会

問い合わせ　生涯学習課　☎内線２８３３

歩
い
て
健
康
増
進
「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」

歩
い
て
健
康
増
進
「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」

砂
沼
広
域
公
園
遊
歩
道

砂
沼
広
域
公
園
遊
歩
道

　
　
　
城
県
で
は
、県
民
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
、歩
い
て
健
康
増
進
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」

　
　
　
の
整
備
を
図
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
の
実
践
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
県
民
が
健
康
で
明
る
く
元
気
に
く
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
策
定
さ
れ
た
「
健
康
い
ば
ら
き
21
プ
ラ

ン
」
の
重
点
施
策
と
し
て
、
平
成
14
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」
は
、
下
妻
市
内
に
も
自

然
や
景
観
を
生
か
し
た
３
コ
ー
ス
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
や
仲
間
た
ち
と
安
全
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

茨

特集◉今からできる健康づくり

（
周
回
型
・
公
園
）

延
　
　
長

所
要
時
間

歩
　
　
数

消
費
カ
ロ
リ
ー

1

2

3

【
コ
ー
ス
の
特
徴
】

　
旧
江
連
用
水
跡
、
雨
水
排
水
幹
線
と

し
て
整
備
し
た
際
、
人
々
の
憩
い
の
場

と
し
て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
１
．
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
20
分

　
　
　
　
　
１
，
９
６
４
歩

  

男
性 

64
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

  

女
性 

53
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

旧
江
連
雨
水
遊
歩
道

旧
江
連
雨
水
遊
歩
道

（
往
復
型
・
市
街
地
）

延
　
　
長

所
要
時
間

歩
　
　
数

消
費
カ
ロ
リ
ー

【
コ
ー
ス
の
特
徴
】

　
お
花
畑
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
舞
う

森
。
自
然
あ
ふ
れ
る
公
園
で
、
ポ
ピ
ー

の
見
頃
は
５
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬
。

　
　
　
　
　
６
．
７
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
１
時
間
45
分

　
　
　
　
　
９
，
７
０
０
歩

  

男
性 

３
４
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

  

女
性 

２
８
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園

小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園

（
周
回
型
・
公
園
）

延
　
　
長

所
要
時
間

歩
　
　
数

消
費
カ
ロ
リ
ー
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平成25年度（上半期）
水道事業の業務状況
平成25年度（上半期）
水道事業の業務状況
予算の執行状況予算の執行状況

区　　分区　　分 執　行　額執　行　額 対予算比率対予算比率

収益的収支

資本的収支

収入
支出
収入
支出

475,364,305円
443,374,995円
53,778,500円
188,952,556円

予　算　額予　算　額

924,519,000円
953,882,000円
187,357,000円
469,173,000円

51.4％
46.5%
28.7%
40.3%

損益計算書損益計算書
費　　　　用費　　　　用 収　　　　益収　　　　益

1.営業費用
2.営業外費用
3.経常利益
費用合計

1.営業収益
2.営業外収益

収益合計

439,011,570円
36,352,735円

475,364,305円

369,517,656円
73,857,339円
 31,989,310円
475,364,305円

借入資本金の種類と借入高借入資本金の種類と借入高
借入資本金の種類借入資本金の種類 借　入　高借　入　高

3,914,180,319円
335,140,822円
710,248,500円

4,959,569,641円

財務省財政融資
公営企業金融公庫
銀行等資金
合　　計

貸借対照表貸借対照表
資　　　　産資　　　　産 負　　債　・　資　　本負　　債　・　資　　本

固定資産合計
流動資産合計
資産合計

負債合計
資本合計
負債・資本合計

74,787,303円
10,918,246,056円
10,993,033,359円

10,515,696,708円
 477,336,651円

10,993,033,359円

　
市
で
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き「
水
道
事
業
の
業
務
状
況
」を
年
２
回
公
表
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、
平
成
25
年
度
上
半
期（
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）の
業
務

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
９
月
末
現
在
で
、
こ
の
半
年
間
に
使
わ
れ
た
水
の
量
は
１
７
４
万
１
，
４
８
５
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
ド
ラ
ム
缶
に
換
算
す
る
と
約
８
７
１
万
本
の
水
量
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

９
月
末
現
在
の
給
水
人
口
は
３
９
，７
５
２
人
、給
水
世
帯
は
１
４
，０
４
６
世
帯
で
す
。

●収益的収支
　当該年度の企業の経営活動で発生する収益（収入）と、それに
対応する費用（支出）です。主な収入は水道料金で、支出には水
道水提供に要する経費のほか、職員給与費、支払利息、建物など
の固定資産の減価償却費などが計上されます。
●資本的収支
　水道水の安定供給を維持し、利用増に対処するために要する諸
設備の整備・拡充などの資産の取得に要する経費や、施設の取得
に要した企業債の元金償還金などの支出と、資産の取得に要する
企業債などの収入が計上されます。

●借入資本金
　長期借入金です。水道管など水道施設の建設費用のために用い
られます。借入高は返済の済んでいない借入金の残高を示します。
●損益計算書
　一定期間の企業の経営成績を示す報告書で、その期間内に得た
収益から、それを得るために要した費用を差し引く形で、損益の
発生原因とその期間の純利益（または純損失）を明らかにした報
告書です。
●貸借対照表
　企業の一定時点における財政状態を明らかにするために、資産、
負債、資本を一表に記載した報告書で、一般的に「バランス・シー
ト」と呼ばれています。

用 語 解 説

問い合わせ　
上下水道課
☎４４-５３１１

機動性が高い最新型消防ポンプ自動車

救急救命講習に取り組む地域住民の皆さん 煙が充満した「煙体験ハウス」から脱出してきた参加者

　11月22日、下妻市消防団第４分団第３部に消防ポン
プ自動車が納車され、市役所本庁舎前で引き渡しが行
われました。
　納車式で、野中副市長から鍵の引き渡しを受けた安
達政男第４分団長は「最新型消防車両の機動力を生か
すためには、日々の訓練が必要とされます。これから
も第４分団の団結力を強化し、消防団員としての自覚
と責任を持って、下妻市民のため任務を全うします」と
力強く語りました。

下妻市消防団第４分団第３部に
消防ポンプ自動車が配備

協定書に調印、取り交わした安達つくば事務所長(左)と稲葉市長(右)

　11月28日、段ボール等の包装資材を製造・販売する
「ダイナパック株式会社」と災害時における物資の調
達に関する協定を締結しました。
　段ボールは、避難所でのクッションの役割や断熱性
のほか、プライバシー保護の間仕切りなど、多目的に
使用できる物資で、ダイナパック株式会社つくば事業
所の安達所長からは「避難所で市民の皆さまが少しで
も快適にすごせるような用途に使用していただければ
ありがたい」と話していました。

ダイナパック株式会社と災害時における
物資の調達に関する協定の締結

消防・防災

　茨城県南西部を震源とする大型の直下型地震が発生
したことを想定した「下妻市防災訓練」を11月10日、県
の広域避難所となっている砂沼サンビーチの駐車場で開
催し、市や地域住民、消防、警察、自衛隊、災害時応援協
定締結企業など関係者約600名が消火活動や倒壊家屋
からの被災者救出、救急救命講習などを実践しました。
また、災害時の相互支援協定を締結している浦安市から
は中村副市長の特別参加がありました。
　訓練は、下妻市内に震度７の地震が発生し、家屋の倒
壊や火災が起こり、今後も強い余震が起こる可能性があ
ると想定し、行政だけでは対処しきれないことを踏まえ、
自主防災組織をはじめとする地域の「共助」により、被
害を最小限に抑えることを目的としました。

大地震に備え「下妻市防災訓練」を実施
安心・安全なまちづくり

支援体制の確立

　ヘリコプターによる被災状況の確認に始まり、初期消
火訓練では、バケツリレーでの消火活動に多くの市民が
協力し、家屋が倒壊した現場では、がれきに挟まれた被
災者を身近にある道具を使い工夫して救出しました。ま
た、AED（自動体外式除細動器）を使った救急救命講習
では、救急救命士から指導を受けて訓練用の人形で体験
するなど、参加者は真剣に取り組んでいました。
　展示・体験コーナーでは、協定締結企業等による災害
時に役立つ機能や商品のPRに多くの市民が関心を寄せ、
「煙体験ハウス」で火災により煙が充満した状態を体験
した60歳代の男性は「煙で前が見えないと足が先に進
まなくなってしまう。平衡感覚もなくなるので、実際に逃
げるのは大変だ」と話してくれました。

有料広告欄 有料広告欄
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　関東鉄道常総線「騰波ノ江駅」に、本線の東側に並
走する70メートルのトロッコ専用線が完成しました。関
鉄レールファンCLUBと関東鉄道が、今年、常総線開
業100周年の記念事業の一環として取り組んできたも
のです。
　11月23日の開通式では、関係者によるテープカット
が行われた後、開通を待ち望んでいた鉄道ファンたち
がトロッコに乗り込み、自分たちの足で漕ぎ出すと、
ゆっくりとした動きながらもレールの上を走る感触を楽
しんでいました。
　親子３人で乗車した30歳代の女性は「息子が電車好
きで、『とばのえステーションギャラリー』にはよく来て
います。トロッコ線の建設途中を見ていたので楽しみに
していました。子どもたちも喜んで乗っていたし、楽し
いスポットができましたね」と話してくれました。

騰波ノ江駅で
トロッコに乗れる新スポット
「とばのえ支線」（トロッコ専用線）開通式

下妻駅前が明るく元気に
イルミネーション点灯式・駅前マルシェ

　本に親しみ、図書館を身近に感じてもらおう
と、おはなし会や本の修理体験、折り紙工作な
どを企画した「図書館まつり」が11月９日、市立
図書館で開催され、市内外からの親子連れな
どで賑わいました。
　イベントの中でも、現在育児中のお父さんた
ちのボランティアで構成する「パパ's 絵本プロ
ジェクト」による、おはなしや絵本を歌で伝える
ステージは人気を集め、子どもだけでなく大人
も一緒に楽しんでいました。
　「パパの出張絵本ライブ」を鑑賞した育児中
の30歳代男性は「歌いながら絵本を伝えるの
は楽しいですね。家では時々、声色を変えて絵
本を読んであげていますが、これからも家族で
本に親しんでいきたい」と話してくれました。

本
に
親
し
む図

書
館
ま
つ
り香

り
立
つ
菊
の
競
演
に

　
　 

参
拝
者
の
心
が
和
む

第
28
回
下
妻
市
菊
ま
つ
り

「パパの出張絵本ライブ」を楽しむ参加者たち

　栗山商店街の「しもつま生活向上夢工場実行委員
会」と関東鉄道が共催するイルミネーションが下妻駅前
広場に設置され、駅前が華やかで鮮やかに飾られてい
ます。
　イルミネーションは、８万個のLEDで飾られた機関車
や８体の星座が制作され、今年、関東鉄道常総線開業
100周年記念と、宮沢賢治没後80年をコラボレーション
したオブジェとして、地上の銀河の光景を生み出してい
ます。
　列車のオブジェは、実行委員会メンバーの手作りで運
転席も設置され、８体の星座は下妻中学校や下妻一高、
下妻二高、下妻特別支援学校の生徒たちがペットボトル
をリサイクルしたオブジェとなっています。
　11月10日に点灯式が行われ、会場からは「わぁー、き
れい」「駅前が明るくなった」などと歓声が上がりました。
　また、陶ランタンのキャンドルナイトも来年１月31日ま
で設置され、今、まさに必見の地となっています。
　さらに、下妻駅前広場から延びる栗山商店街の店先
では、新鮮な野菜や雑貨、菓子等が並べられた市場
「駅前マルシェ」が11月17日に開催され、市内外からの
来場者に関鉄ビール列車の乗客も加わり賑わいをみせ
ていました。 トロッコで出発進行

機関車や星座のオブジェが来場者の目を楽しませています

ゆっくり歩いて駅前マルシェでお買い物

　紅葉の砂沼湖畔を走り抜ける「第25回砂沼
マラソン大会」が11月17日、砂沼サンビーチを
メイン会場に開催され、晴天に恵まれた中、
1,220名のランナーが参加し、力走しました。
　今大会には、昨年のロンドン五輪で女子近
代五種に出場した黒須成美選手が招待され、
「親子２キロ」と「砂沼一周６.５キロ」にゲスト
参加し、会場を沸かせていました。
　東京都品川区から「親子２キロ」に参加した
須藤慎治さんと小学２年生の周祐くんは「下妻
出身の私は、いつか息子と砂沼マラソン大会で
走ってみたいと思っていました。今回念願が
叶って、きれいな景色の中を息子と走ることが
できて良かった」と６位入賞を喜んでいました。
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勢いよくスタートするランナーたち

見応えある特作花壇を鑑賞する来場者たち

　下妻の秋の風物詩となっている恒例
の「下妻菊まつり」が、大宝八幡宮の境
内で11月１日から20日まで開催され、菊
の愛好家や七五三の晴れ着姿の参拝
者などで賑わいました。
　会場には、花弁が大きく盛り上がる
「厚物」や管状に流れるように広がる
「管物」、菊花を組み合わせて富士山
や扇子をかたどった「特作花壇」など、
下妻市菊花会の会員の力作約700鉢が
展示され、来場者の目を楽しませていま
した。
　市内下木戸から友人と訪れた60歳代
の女性は「いろいろな形で菊を見られ
るのが楽しみで、毎年来ています。とて
もきれいで心が和みます」と話してくれ
ました。

　いじめを改めて生徒たちに認識してもらおう
と、千代川中学校の第２学年主任教諭が応募し
たNHK・Eテレのスペシャル番組「いじめをノッ
クアウト」に当選し、教育評論家の尾木直樹さん
こと尾木ママが10月31日に来校して２年生69名
に課外授業を行いました。
　尾木先生は授業の中で「いじめをしない・さ
せない・見逃さない」という「三ない活動」を生
徒たちが自ら行動してほしいと、全国の実例など
をあげながら強く訴えました。
　尾木先生の熱い思いを受けた倉持菜 さ々んは、
「もっと自分たちで考えて行動できることがたく
さんあると気付くことができた。生徒同士が声
を掛け合っていじめ防止につなげたい」と話して
くれました。
　この放送は、12月13日の午後７時25分から
NHK・Eテレで放送される予定です。
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尾木先生の授業を真剣に聞く中学生たち

しゅうすけ

あつ もの

くだ もの
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　市民の生き生きとした文化活動を紹介する
「平成25年度文化祭」が、下妻会場と千代川
会場で10月27日から11月20日まで開催されま
した。
　市民によるステージ発表や、児童から大人
まで幅広い作品の集中展示が行われた11月１
日から３日には、多くの市民が会場に足を運び
観覧を楽しみました。また、ちぎり絵や茶道、
日本舞踊などの体験教室も人気を集め、楽し
みながら文化活動にふれました。
　初めてちぎり絵を体験した小学５年生の女
子児童は「先生のアドバイスで、思ったより早く、
きれいに作品ができた。とても楽しかったので、
またチャレンジしたい」と力作を手に、笑顔で
話してくれました。
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ちぎり絵の体験を楽しむ小学生たち

　茨城県の水際線（川や湖沼などの水辺とそ
の周辺）の水辺環境を次世代に引き継ぐととも
に、今後の水辺環境を活かしたまちづくりを考
えようと「第27回茨城県水際線シンポジウム」
が11月19日、下妻市民文化会館で開催され、
市民活動団体や関係者など約350名が参加し
ました。
　パネルディスカッションには、市内で鬼怒川
や小貝川の水辺環境を活かした地域活動を実
践する市民団体などの代表者５名が参加し、
これまでの活動報告と今後の課題などについ
て発表しました。この中で、花と一万人の会の
飯島順一会長は「活動を継続するうえで、『民
の役割』と『官の役割』を明確にしていくのが
重要」と官民一体となった継続性のある協働
のまちづくりを提言しました。
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水辺を活かした地域づくりを考えるパネルディスカッション

　美しい筑波山を望む「ほっとランド・きぬ」の
グラウンドゴルフ場で11月14日、「第10回グラ
ウンドゴルフ大会」が開催され、常総市、筑西
市、八千代町、下妻市のグラウンドゴルフ愛好
家180名が参加し、日頃の練習の成果を存分に
発揮しました。
　晴天に恵まれた中でのプレーでは、ナイス
ショットが連発でホールインワンが出るなど、
会場に歓声が沸いたり、惜しいショットにはた
め息が出たりとにぎやかな雰囲気でした。
　優勝した市内皆葉の大関多喜子さんは
「ラッキーが重なっただけ、運が良かった。グラ
ウンドゴルフは、余計なことを考えず、夢中に
なってやれる運動です。これからも健康のため
続けていきたい」と話してくれました。

　市では毎年１回、市内を８つの地区に分けて、１地区あたり２～
３箇所の集積所を無作為に抽出し、家庭から出されているごみ
の中がどの程度分別されているかを調査し、今後の基礎資料を
得ることを目的にごみ組成の分析を実施しています。今年度は平
成25年10月～11月に実施し、結果は下記のグラフのとおりです。

　可燃ごみの約4割は「生ごみ」です。また「生ごみ」の
80％から90％が水分と言われています。“生ごみのもう
ひとしぼり”で水分を少なくすることで、大幅なごみの減
量につながります。水分が少なくなると、ごみの減量だけ
でなく、生ごみのイヤな臭いの防止やごみ袋の節約にも
なり、より少ないエネルギーでごみを処理することが出

　古典の意義を再認識しようと「古典の日
（11月1日）」制定を記念した「民俗芸能
フェスティバル」が11月24日、下妻市文化会
館で開催され、県内外から16団体が参加
し、囃子や太鼓、舞などの伝統芸能が披
露されました。
　開会のあいさつで大塚武彦実行委員長
は「地域の人口が減少する中で、このまま
では伝統芸能が先細ってしまう。子どもた
ちには慈愛の念を持って、後継者育成に努
めていきたい」と日本の文化を次世代に継
承していく大切さを訴えました。
　当市からは、巫女装束の子どもたちが舞
う「大宝八幡宮十二座神楽」と、大杉囃子
の「親子体験教室」が披露され、会場から
は惜しみない拍手が送られました。
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大宝八幡宮十二座神楽の「五行の舞」を披露する子どもたち

ごみの分別・リサイクルにご協力を

■生ごみの“もうひとしぼり”を

可燃ごみの組成【グラフ１】

生ごみコンポストや機械式処理機を使ってごみの減量化を
～市の補助制度をご利用ください～

ごみ組成調査を実施しました

来ます。“生ごみのもうひとしぼり”のコツとして、空き缶
やペットボトル、鍋のフタなどを押しつけて水切りするこ
とで、直接触れずに生ごみの水分を少なくすることができ
ます。
 “生ごみのもうひとしぼり”で、 ごみの減量にご協力く
ださい。

　市では、家庭から排出される生ごみの堆肥化によ
る土壌還元を促進し、ごみ収集量の減量、資源の有
効利用を図るため、生ごみコンポストや機械式処理機
を購入した方に助成をしています。
【補助金額】
○コンポスト：購入金額の１／２　 
　　　　　　 上限 3,000円（１世帯２基まで）
○機械式処理機：購入金額の１／３
　　　　　　 　 上限20,000円（１世帯１基まで）

【申請手続】（必要書類等）
補助金交付申請書（市生活環境課）、領収書・仕様書（カ
タログ可）、印鑑、通帳（口座振込先の分かるもの）
※機械式処理機とは、一般的に電気で生ごみの水分を
　飛ばし、堆肥化・ごみの減量を行うもの(乾燥式)で
　す。主に屋内で使用するもので、その他にバイオマ
　ス式、ハイブリッド式などがあります。電気店、ホー
　ムセンター、大型店舗等でお買い求めいただけます。
【申請期限】購入後20日以内

問
い
合
わ
せ
　
市
生
活
環
境
課 

☎
内
線
１
４
２
５
・
１
４
２
６

生ごみ
40.2％

混入不燃ごみ
0.2％

ペットボトル
0.8％
白色トレイ
1.6％
その他トレイ
0.6％
レジ袋
1.4％

容器包装プラ
5.5％

その他プラ
1.4％

新聞・雑誌・段ボール
牛乳パック
6.5％

OA用紙
容器包装の紙類
0.2％

汚れた紙・加工紙等
6.4％

布類
14.5％

草木類
11.5％

その他の可燃
9.2％

※重量比 ※重量比不燃ごみの組成【グラフ２】

スチール缶
（リサイクル可）
6.7％

アルミ缶（リサイクル不可）
0.0％

スチール缶
（リサイクル不可）
2.5％

その他の金属類
15.5％

生きびん
1.4％

びん（茶・白・その他）
33.7％

ペットボトル
0.2％

乾電池／電球
3.6％

せともの
その他
18.5％

小型電化製品
4.6％

混入可燃ごみ
8.1％

アルミ缶（リサイクル可）
5.2％

有料広告欄
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き
ょ
う
は

パ
パ
の
た
ん
じ
ょ
う
び
だ
か
ら

パ
パ

ひ
と
つ
お
お
き
く
な
っ
た
ね

こ
う
た
も

は
や
く
た
ん
じ
ょ
う
び
が

く
る
と
い
い
な
あ

５
さ
い
に
な
れ
る
か
ら

で
も
　
ま
だ
ち
い
さ
い
か
ら

た
ん
じ
ょ
う
び
は

こ
な
い
ん
だ
よ
ね

【
解
説
】

　
家
族
の
中
で
一
番
誕

生
日
が
お
そ
い
こ
う
た
。

自
分
は
一
番
小
さ
い
の

で
最
後
と
思
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。自
分
の

誕
生
日
を
待
ち
遠
し
く

思
っ
て
い
る
姿
が
、
と

て
も
か
わ
い
く
て
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

採
集  

母  

鳩
貝
留
美
子

パ
パ
の
た
ん
じ
ょ
う
び

子どもの
純粋な

心のつぶ
やき

口頭詩

伴仁・陽子さんの長女
塙  仁美ちゃん

みひと

　生まれた時は心配しましたが、今
は元気にのびのびと育っています。
　アンパンマンが大好きです。また、
お話が好きで、保育園での出来事
やお友達のことを楽しそうに教え
てくれます。これからも笑顔をふり
まき、優しく思いやりのある子に
育ってくださいね。

若柳乙

　いたずら大好き１歳６ヶ月の優
斗。
　たまにママを困らせるけど、毎
日元気いっぱい！
　バナナとミカンが大好きでよく
食べるよね。
　これからも楽しい思い出つくろ
うね。

昌弘・早希子さんの長女
山久手 千椛ちゃん

ち か

　お歌とダンス、おままごとが大
好きな千椛ちゃん。
　弟の面倒もよく見てくれて、
「ありがとう」が明るく言える千
椛ちゃんが、おとうちゃん、おか
あちゃんは大好きだよ♡

高道祖聡・奈津子さんの長男
草間 優斗ちゃん

とゆう

小  島

市
民

　

  

芸

文

俳

　句

短

　歌

み
ギャラ

リー
んなの

♥

★

★

にんきもの
わがやの

♪

♪

　このコーナーでは、市内在住の１歳～３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【市長公室・広報広聴係 ☎内線１２１２】までご連絡ください。

名
を
呼
べ
ば
応
へ
る
犬
や
片
し
ぐ
れ

寄
せ
鍋
や
相
撲
甚
句
の
隣
部
屋

ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
出
で
て
冬
の
虹

染
野
　
清
平
（
皆
　
葉
）

飯
村
　
真
琴
（
黒
　
駒
）

塚
田
三
樹
子
（
下
妻
丁
）

紅
葉
か
ら
冬
へ
と
装
い
か
わ
り
た
る

林
は
る
か
な
り
雪
の
男
体

福
田
多
喜
子
（
下
妻
乙
）

う
ど
ん
の
ご
と
す
る
す
る
と
飲
む
内
視
鏡
に

わ
が
胃
写
さ
る
色
健
や
か
に

渡
辺
　
恵
美
（
下
妻
丁
）

稲
刈
り
も
終
り
て
畔
に
佇
め
ば

夕
日
ま
つ
か
に
吾
を
つ
つ
め
り

浅
野
　
悦
子
（
鎌
　
庭
）

文
化
祭
に
菊
花
展
あ
り
大
輪
の

黄
菊
白
菊
日
和
に
匂
う

飯
泉
　
淑
子
（
　
原
　
）

静
か
な
る
父
の
墓
標
の
朽
ち
跡
に

南
天
の
木
の
生
え
伸
び
来
た
り

倉
田
　
淑
子
（
　
原
　
）

吹
く
風
も
秋
め
い
て
来
て
爽
や
か
に

自
転
車
を
こ
ぐ
娘
ら
の
髪
お
ど
る

稲
葉
　
節
子
（
加
　
養
）

娘
か
ら
月
に
一
度
の
絵
手
紙
は

孫
の
笑
顔
と
四
季
の
花
ば
な

神
郡
　
亜
佐
（
高
道
祖
）

稀
勢
の
里
勇
み
足
に
て
二
敗
な
り

綱
に
は
一
歩
遠
く
な
り
た
り

関
　
　
冨
喜
（
下
妻
丁
）

ふ
く
し
ま
の
野
馬
追
の
行
事
の
放
映
に

将
門
の
む
か
し
を
彷
彿
と
せ
る

関
　
千
代
子
（
下
妻
乙
）

早く来てね サンタさん

鳩貝　弘太
４歳７か月
（上妻幼稚園）

早
朝
散
歩

前回登場の飯村省一さんからの紹介

あなたへあなたへ
わたしから　

９
月
末
に
会
社
を
退
職
し
、

朝
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
５
時
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な

が
ら
散
歩
に
出
か
け
る
。
外
は

ま
だ
暗
い
が
、
徐
々
に
明
る
く

な
っ
て
く
る
。
歩
く
と
い
ろ
ん

な
出
会
い
が
あ
る
。

　
胸
を
張
り
ひ
た
す
ら
歩
い
て

い
る
人
。
走
っ
て
い
る
若
い
女

性
。犬
を
何
匹
も
連
れ
た
人…

。

老
夫
婦
が
一
匹
の
犬
を
連
れ

ゆ
っ
た
り
と
歩
い
て
い
た
。
脇

を
通
り
掛
る
と
「（
朝
）
早
い

で
す
ね
ー
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
。

　
霧
が
濃
く
10
ｍ
先
が
見
え
な

い
中
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。

突
然
、
２
台
の
自
転
車
が
目
の

前
に
現
れ
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
言
っ
て
あ
っ
と
い
う

間
に
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
朝

の
清
々
し
さ
の
中
の
一
言
は
私

に
爽
や
か
さ
と
元
気
を
与
え
て

く
れ
る
。

　
あ
る
朝
、
雲
に
浮
か
ぶ
筑
波

山
を
前
に
鮮
や
か
な
朝
焼
け
。

東
の
空
全
体
が
真
っ
赤
に
染
ま

り
、素
晴
ら
し
い
風
景
だ
っ
た
。

感
動
と
と
も
に
何
か
得
し
た
気

分
に
な
る
。

　
健
康
づ
く
り
と
新
た
な
出
会

い
を
期
待
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
歩
き
続
け
た
い
。

上野  善孝さん（黒駒）

vol.95

さわやか
リレー

▲

園児のみなさん

上妻幼稚園

よし たか

　「幼稚園にもサンタさん、来て
くれるかな？」「もう、サンタさん
にプレゼントお願いしたよ！」と、
心待ちにしながら制作を楽しむ
姿が見られました。

ひ

よ
り

ま
さ
か
ど

あ
ぜ
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助成対象
接種期間
平成26年
1月31日
まで

有料広告欄 有料広告欄

１ January
Health Calendar

１月１日～１月31日
月

相談ごと
◆行政相談
日　時　１月１０日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　千代川公民館 １階 小会議室
日　時　１月１７日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 １階 和室
問合先　市長公室　☎内線１２１２

◆人権相談
日　時　１月２４日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 ２階 小会議室
問合先　人権推進室　☎内線１５８３

◆こころの健康相談
日　時　１月８・２２日（水）午後１時～４時（予約制）
場　所　市役所第二庁舎 ３階 小会議室
問合先　福祉課　☎内線１５７３

◆消費生活相談
日　時　月・火・木・金曜日（毎週）
　　　　午前９時～１２時　午後１時～４時３０分
　　　　日曜日（1月１２・２６日）
　　　　午前９時～１２時
場　所　下妻市消費生活センター（千代川庁舎内）
問合先　下妻市消費生活センター　☎４４－８６３２

◆納税相談
・夜間納税相談
日　時　１月９日（木）午後５時３０分～７時３０分
・休日納税相談　
日　時　１月２６日（日）午前８時３０分～午後５時
場　所　市役所本庁舎 １階 収納課
問合先　収納課　☎内線１３６３～１３６６

◆心配ごと相談
日　時　１月２１日（火）受付　午後１時３０分～３時
場　所　下妻公民館　２階　小会議室
問合先　下妻市社会福祉協議会　☎４４－０１４２

◆法律相談
日　時　１月１４・２８日（火）
　　　　午後１時３０分～３時３０分
　　　　※事前に予約が必要です（当日不可）
場　所　１４日　市役所第二庁舎 ３階 大会議室
　　　　２８日　下妻公民館 ２階 学習室
問合先　下妻市社会福祉協議会　☎４４－０１４２

人　口
　男
　女
世帯数

前月比 前年比
43,789人
21,919人
21,870人
15,095世帯

（－31）
（－  3）
（－28）
（＋  1）

（－421）
（－212）
（－209）
（＋  82）

軽部病院
湖南病院／とき田クリニック

宇津野医院

元気アップ教室（9:30～10:00）

遊びの広場（10:00～10:30）
ぴよぴよ教室（10:00～10:30）
５か月児健診（13:15～13:30）

菊山胃腸科外科医院
坂入医院

胃がん追加検診〈予約制〉
下妻保健センター（8:00～10:30）

胃がん追加検診〈予約制〉
下妻保健センター（8:00～10:30）

中山医院

２歳児歯科健診（13:15～13:30）

キッズくらぶ〈親子リトミック〉（10:00～10:30）
１歳６か月児健診（13:15～13:30）
３歳児健診（13:15～13:30）

浅田医院

カミカミ離乳食教室（13:15～13:30）
後期マタニティクラス（13:15～13:30）
ママサロン（13:30～15:30）
すくすく相談（13:30～）

西南
西南
西南

友愛
西南
西南
西南
西南
古河

西南
西南
友愛
西南
西南

西南

古河
西南
西南
西南
西南
友愛
西南

古河
西南
西南
西南
西南
西南

西南
古河

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

◆火災・災害のとき　　　  ☎0296-44-3111
◆市役所などの行事・催物  ☎0296-43-4000

♥

人口と世帯

テレフォンサービス

12月１日現在の常住人口

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小 小児救急当番医
月･火・水・木・金・土曜日：午後６時～午後11時
日曜・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
　　　　　　　　　　  ：午前９時～午後４時

小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
・西南・・・茨城西南医療センター病院（境町２１９０）☎０２８０－８７－８１１１
・友愛・・・友愛記念病院（古河市東牛谷７０７）☎０２８０－９７－３０００
・古河・・・古河赤十字病院（古河市下山町1150）☎０２８０－２３－７１１１

在 休日在宅当番医 午前９時30分～午後４時
軽部病院　　　　☎４４－３７６１
湖南病院／とき田クリニック
　　　　　　　　☎４４－２５５６
宇津野医院　　　☎４５－０３１１

菊山胃腸科外科医院　☎４４－２０１４
坂入医院　　　　　　☎４３－６３９１
中山医院　　　　　　☎４３－２５１２
浅田医院　　　　　　☎４４－３９５７

夜間応急診療所
土･日･祝日（1月1日を除く）：午後７時～翌朝７時

保健センター内　☎４３－１９９０

在

在

在

在

在

在

在

1

健康カレンダー
1

◆対象接種期間：平成２５年１０月１日～平成２６年１月３１日

◆市内指定医療機関または協力医療機関に予約をしてから
　お受けください。

　　　年秋から冬にかけてはインフルエンザの
　　　流行シーズンです。今年も９月頃から発病
者が出始め、徐々に増加しています。11月には、常
総保健所管内で学級閉鎖も発生しました。
　予防接種ワクチンを受けることで、発病を抑え
る以上に大きな効果が期待できるのは“重症化
を予防する”ことです。予防接種をしたからといっ
て「インフルエンザに絶対に感染しない」という
ものではありませんが、ある程度の発病を阻止す
る効果があり、たとえかかったとしても症状が重
くなることを防ぐことができます。
　インフルエンザワクチンは、効果が出る
までに２週間程度かかることから、
接種を12月中には済ませることを
お勧めします。

　事業主が、毎月の給与を従業員に支払う際に、
市町村から通知された金額で、個人住民税（県民
税＋市民税）を給与から天引きして市町村へ納入
する制度です。
　地方税法の規定により、原則として所得税を
源泉徴収している事業主は、従業員の個人住民
税を特別徴収しなければならないことになってい
ます。

インフルエンザの予防接種はもう受けましたか？
市では接種費用の一部を助成しています毎

問い合わせ　保健センター　☎４３－１９９０

問い合わせ　税務課市民税係　内線1342～1346

対　象　者対　象　者
助成金額

 (１回につき)
助成金額

 (１回につき) 助成回数助成回数

65歳以上または60歳以上
65歳未満で身体障害者
内部疾患1級程度の方

【小児】生後６ヶ月から
　　　　13歳未満の方

２，０００円 １回

１，０００円 ２回

【小児】13歳から
　中学３年生相当年齢の方 １，０００円 １回

事業主の皆様へ

個人住民税の特別徴収（給与天引き）手続きはお済みですか？
■住民税の特別徴収とは

①従業員の個々の税額は、市町村が計算して通知
　しますので、事業主は税額の計算を行う必要は
　ありません。また、所得税のような年末調整も
　ありません。
②従業員が納税のために金融機関等に出向く必
　要がなくなり、納め忘れの心配がなくなりま
　す。
③普通徴収の納期は原則年４回ですが、特別徴
　収は年１２回です。このため，従業員の１回あた
　りの負担額が少なくて済みます。

■特別徴収には、こんなメリットがあります

住民税は、充実した行政サービス
のための大切な財源です


